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ぜん着く,②錘縫②醗ろ宥瑯

鍵瞳⑪麗⑫錘磐事瞳慮つ霧1き

新型インフ:議
=ン
ザワク千ンを甕豊Iι駕燿幹1薄だくた銹に

はい基礎疾鬱をお待るの畿蓄務ん:ま、鷺鵜やツクラン撥馘

などの繭J激饉より、病気の状態ガ鶴イなする爾能性もあつ議す

命で、接醸の臨務を犠蜀|こ判額してしkただ<よう、お雛娠Lし

ます。

○実施要領に記載されているとおり、呼吸器、lb臓又はじん

臓の機能に自己の身辺の日常生活が極度|こ希」限される程度

め障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の

機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

への接種に際しては、主治医及び専門性の高い医療機関の

医師に対し、必要に応じて、接種の適否について意見を求

め、接種の適否を慎重に判断してください。

これらの注意事項に関しては、平成21年 12月 1日付事務連絡「基礎疾患を有
する者への適切な接種の実施について」もご参照<ださい。
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○アレルギ∵・ぜんそ<の既往のある方への接種については、

適切な準備と対応をして接種に当たるよう注意をお願いい

たします。

○アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、

ワクチン接種後、少なくとも30分後までは、健康状態を
ご確認<ださい。

厚生労働省ホームページより

(http://www.mhiw.gojp/kinkyu/kenkOu/influenza/dl/infu091218-01.pdf)
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